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インドシナ難民はどうなっているのか

インドシナ難民………ベトナム，ラオス，カンプ

チアから国外に逃れた人々。８７年６月末現在，タイ

など東南アジアの難民キャンプに約14万人。１９７５

年以来，アメリカ，フランスなど世界の30カ国以上

に定住していった人々の数100万人以上。そして今

なお流出は続いている。

たいくつな本文に入る前に

ともすれば難民を人々の大集団としてとらえるこ

とになってしまうが，当然のことながら難民となっ

た人々の中には，老若男女，政治家，軍人もいれば

商人も，芸術家もいる。貧富の差もある。そして大

半はごく普通の農民，庶民である。

７５年のインドシナ３国の政変から11年余り，７９年

のカンプチアの政変そして難民流出から７年余りが

過ぎた。近年，その激動の時期をかいくぐって来た

人々の体験が個人の物語として，手記やドキュメン

タリー小説として表されてきた。それらは報道関係

者による客観的な報告・聞き書きの類とは別の生々

しい現実を伝えてくれる。

カンプチアのポル。ポト時代の苛酷な体験を描き，

映画で有名になった『キリング・フィールド｣，解

放された祖国に幻滅しボート・ピープルとなった元

ベトナム解放戦線の幹部の手記『ベトコン・メモワ

ール』，ほとんど知られていないラオスの山岳民族

の戦いと受難を描いた小説「メコンに死す」いずれ

も邦訳がある。

タイにとっての難民問題

タイ国内のカンプチア難民のキャンプとして代表

的な存在であったカオイダンが，８６年末にタイ政府

の方針により閉鎖された。人々はサイトＢという別

の場所へ移されることになっている。しかし閉鎖は

書類上のことで，８７年８月現在も約２万1000人の

人口の大半はキャンプ内にとどまっている。いった

いなぜこのような措置がとられたのだろうか？

①カンプチアとラオスに国境を接するタイは，陸

路流入するカンプチア難民，ラオス難民，海路漂着

するベトナム難民を受入れてきた。その数は流入数

が合計１２０万人近く，８６年だけで１万3000人以上，
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難民の日常化の中で

滞留数は87年５月末現在で約11万7000人となって

おり，インドシナ難民にとって最大の一時庇護国で

ある。そして一時より数は減ったものの，今なお毎

月600～1800人という規模で流入が続いているこ

とはぬきさしならない問題である。

②タイに限らず難民の流入する東南アジア各国は，

難民の一時滞在を認めるだけで定住は許可していな

い。経済的社会的にその余裕がないという事,情がある。

そこで先進諸国に難民の定住受入れが強く求められ

ている。７９年にジュネーブでインドシナ難民援助国

際会議が開かれ，以来先進諸国は特別な枠を設けて

難民を受入れてきた。その結果これまでに１００万人

以上が第３国に定住していった。しかし近年，経済

状態の悪化や欧米諸国での移民労働者の増加などの

ため，多数の難民を受入れ続けることが困難になっ

ている。（表①参照）タイからの出国数が頭打ちと

なり，キャンプに滞留する人々の数は減らず，難民

にとっては柵に囲まれたキャンプの中で長期間不安

な生活を強いられることになる。

③難民の流出は依然として続き，問題はいっこう

に解決しないにもかかわらず，マスコミを始め国際

社会はインドシナ難民問題に以前のようには関心を

持たなくなった。いわゆる「同1情疲れ」である。

④タイ政府としては国内の難民数を減らすために

も定住を進めたいが，その事自体が難民流入の誘因

になっているふしがある。この悪循環を断つべくタ

イ政府はこれまでにも，キャンプの統廃合や難民流

入抑止策を講じてきた。

⑤一方キャンプの難民たちにしてみれば，本国に

帰れる日をずっと待っている人々もいるが，事態が

長期化すればするほど，この出口のない状況からぬ

け出し，第３国で自らの将来を切り開きたいという

願望は高まる。しかしそれも思うようには進まない。

カンプチア難民をめぐる見えない壁
７９年後半，数十万とも言われるカンプチア人が夕

イーカンプチア国境に押し寄せた。ポル・ポト時代

の暴政の結果，人々は疲弊し飢餓や地雷，マラリア

などのために多くの命が失われた。その悲』惨な状況

は世界の耳目を集め，救援活動が開始された。これ
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を機に，日本でも民間の難民救援活動が組織的に取

組まれるようになったことは周知のとおりである。

国境ぞいにいくつもの難民キャンプができた。こ

れらはその後，タイ国のUNHCR（国連難民高等弁

務官事務所）管轄下の難民キャンプとUNBRO（国

連国境救援機関）が人道的援助を行う難民村の２つ

に大別されていく。難民村の20数万人の人々はカン

プチア人の行政組織の下にあり，「難民」とみなさ

れなかったのである。このような枠組みの違いが，

カンプチア人の運命を左右してきた。
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塗りかえられた国境の地図の中で

児にふさわしい栄養のある食事を与えるといった人

々の基本的な生活までがおざなりにされてしまう。

チャンスを求めて

カオイダンの柵を越える人々

一方，カオイダン・キャンプにいる人々は，夜間の

強盗の侵入に脅かされるなど安全とは言えない環境

ながら，民間団体の実施する職業訓練や福祉などの

援助を受けることができ，また許可が下りれば第３

国へ定住することができる。そうしたチャンスを

求めて，あるいは家族との再会のため，国境から１０

キロばかりのカオイダン・キャンプへ夜の闇にまぎれ

てしのびこむ人々が続出した。侵入者はタイ兵に見

つかれば国境に送り返されるので身を隠して暮らさ

ねばならず，食糧の配給もない。ついにはその数が

無視できない数となり，２回にわたって特別の食糧

配給カードが発行されるにいたった。

そのような状況下でタイ政府は再三にわたって，

第３国定住が進まなければキャンプを閉鎖し，カオ

イダン・キャンプの人々を国境に送り返すといい続け

てきた。実際アメリカは，いったん打切った定住の

インタビューを対象者を限って再開したが，カオイ

ダンの場合，定住条件に合う人々はすでにほとんど

いなくなっている。

－３－

８２年にシハヌーク，ソン・サン，キュー。サンフア

ン（ポル・ポト派）の３派は連合政府を結成した。

これら国連に代表権をもつ国境の勢力と，ベトナム

に後押しされたプノンペンのヘン・サムリン政権と

の間で，毎年乾季になると軍事衝突が繰返された。

84年秋から85年４月にかけての大規模な攻撃で，３

派の軍事拠点はことごとくつぶされた。国境ぞいに

住んでいた人々はタイ領内に避難し，何度か移動の

後現在のように落ちついた。国境の地図はすっかり

塗りかえられたのである。夜に襲う攻撃の度に，人

々はわずかな身の回り品を持ち緊急避難する。Ｊｖｃ

が補助給食を担当しているノンチャンの場合，５回

も移動し，その度に受益者数の調査，施設の建設，

等はやり直しとなった。栄養教育のプログラムは何

度も中断された。その様な不安定な状態では，乳幼

｢閉じこめ｣と｢ふるい分け｣のラオス難民

国境のメコン川をはさんで，ラオスの首都ビエン
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チャンを望むタイの町ノンカイ。ここに83年まで１

万6000人規模のラオス難民のキャンプがあった。

今はその跡形もなく草原になっている。もともとノ

ンカイはラオスとの交易で栄えた町であり，言葉も

近い両国の人々の往来は盛んだった。つい数カ月前

には，輸出制限が緩和されラオスからの買出しが

増えたという。渡し船の桟橋には人気のない入国

管理事務所があった。ここでは国境を越えることが

さほど特別な事ではないのかもしれないと思わせる。

タイの政府はノンカイ・キャンプを閉鎖し，本国

に帰る意思のない人々はバンナポー（ナコンパノム）

キャンプへ移動させた。ここは拘留センターと呼ば

れ，救援活動，部外者の見学なども制限され，当時

は第３国への定住の可能性も断たれていた。この措

置により，実際しばらく新着難民の数は減少した。

８５年７月以来タイ政府は，ラオス難民については

入国時に面接を行い，本当に難民なのか，あるいはよ

り良い生活を求めて来た｢経済難民」かをふるい分け

る制度を始めた。県レベルのタイの役人が面接し，

ＵＮＨＣＲの職員が立合う。難民でないとされた人々

は別に収容され，いずれラオスに送り返される事に

なっている。

一方，インドシナ難民のなかで唯一，自主的な本

国帰還の道が開けているのがラオス難民である。現

在までのところ自主帰還計画によって帰国した人々

は今年７月末までに3124人であるが，これをもっ

と積極的に推進しようと言う声がタイ国内の救援関

係者，受入れ国政府大使館などでも高まっている。

少数派で難しい立場にあるベトナム難民

船でタイに流れつくベトナム難民は昨年一年間で

3864人と数は多くないが，海上で海賊に襲撃され

金品の強奪，暴行を受ける例が後を断たない。この

ためUNHCRが海賊対策の予算をつけ，タイ政府が

巡視艇を出して監視している。たまにタイの漁民が

難民に対する暴行で訴えられ有罪となったという，

小さな記事が英字紙にのることがある◎

タイのベトナム難民は他の難民とは別のキャンプ

に収容されていた。そのシキウ・キャンプが86年に

閉鎖され，今はパナニコム・キャンプ内の特別区画

に押込まれている。

やはり数は多くはないが，陸路カンプチアを通っ

てタイの国境にたどりついたベトナム難民がいる。

彼らは敵対するカンプチア人の中にあって難しい立

場にある。このランド・ピープルはＵＮＢＲＯでなく，

戦時に捕虜などの安全を図る赤十字国際委員会(IC

RC)が保護している。国境の難民サイト２内にベト

ナム難民を収容する一角がある。

また直接タイとは関わりはないが，ベトナムから

家族再会のための合法出国計画の事務処理はバンコ

クを拠点に行われている。ＵＮＨＣＲが間に入り，ベ

トナム政府と受入れ国政府が手続きを進める。ホー

チミンとバンコクを結ぶ週１回の定期便で出国し，

それぞれの受入れ国に向かう。

難民が直面する危機

難民という言葉はかなりの幅をもって使われてい

る。ここでは，人種。宗教・政治的信条ゆえの迫害

とか，戦火。飢えなどのためにやむなく国境を越え

て逃れなければならなかった人々を難民と呼ぶ。多

くの場合人々は極限状態で難民となって流出する。

そのためか，一般に難民といえば見た目の悲'惨さが

印象づけられているように思える。しかしそれは難

民の苦難の一部でしかない。いくら援助によって最

低限の衣食と仮の住居が与えられても，それは難民

状態からの解決につながらない。

①まず，それまでの生活が根こそぎにされ，破壊

される事からくる物質的危機。水・食糧などの欠乏

に見舞われる事が多い。迅速な物質的援助が必要。

②人権を保護すべき国家の枠の外に出てしまい，

無防備の状態におかれることからくる生命。人権の

危機。国際的な保護が必要となる。

③それまで属していた地域の共同体．言語，文化

生活様式から切離され，制約の多い不安定で異質な

状況に放りこまれることからくる精神的・アイデン

ティティーの危機。自立した正常な生活を取りもど

すための援助が必要。

以上のべてきたように，インドシナ難民問題の複

雑さ，困難さはひととおりではない。そこには政治

的な関係があり，背景にはインドシナ三国の経済的

な行きづまりがある。

しかし，そのしんどさをのり越えて関わり続けて

いくしかない。難民というとらえどころのない人々

の集団をでなく，現代史の渦中で翻弄されながらも

したたかに生きているひとりひとりの人間の顔を思

い浮かべながら。

難民となった人々を物心両面で支えると同時に，

彼らが本国に帰れるような，これ以上難民が出なく

てすむような状況を作る努力が必要である。

（本橋栄）

Trial＆Error７２ －４－



タイ国内の難民キャンプと人口
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カオイダン技術学校(西崎憲司記念技術学校)の意味するもの

カオイダン。キャンプの閉鎖が伝えられて半年

が過ぎた。難民受け入れ国のインタビューが再開

され，難民たちも浮き足立っている。しかしどれ

だけの人が第３国定住の夢を果たせるのか。今年

５月末の時点でも２万人以上の人々が滞留してい

る。そのほとんどは第３国定住の望みを断たれた

人たちだ。にもかかわらず，今日もキャンプに忍

びこんでくる難民がいるという。彼らはカンプチ

アでの生活に見切りをつけ，第３国に夢をたくし

てやってくる。

ＪＶＣは１９８１年，カオイダンに技術学校を開き，

難民たちが第３国に定住，あるいは本国に帰還し

た時の生活に有利なようにと，自動車やバイク等

の修理技術を訓練してきた。どちらの道も閉ざさ

れた今，果たして技術学校にはどんな意味がある

のだろうか。

バンコクのＪＶＣニュースレターには次のように

書かれている。

－技術学校ではハンディキャップを持った人と

その家族，家族のいない未成年，社会的に適応す

るのに問題を持った人々を優先して入学させてき

た。今回クラスをトップの成績で卒業した難民に，

彼のこれまでの人生を聞く機会を得た。

彼は37歳で，一家の主である。プノンペンでは

薬学を勉強した。ポル・ポト政権の時彼とその妻

は投獄され，彼女はそこで初めての子供を産んだ。

彼女はその時の苦しみから今も立ち直っていない。

カオイダンの昼下がり
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技術学校の前で

体は病気がちで，神経も病んでいる。今彼女は，

ほとんどベッドに寝たきりの状態である。

彼は言った。「あの日々の中で私は自分の知

識と，専門技術を忘れるように努肱ました。さも

なくば私は殺されていたでしょう。ここ（カオイ

ダン）へ来てから私は過去の痛みを取り去ろうと，

いろいろな方法を試みました。しかし私をいやす

方法はありませんでした。

ところが，ＪＶＣの技術学校で勉強を始めてか

ら，私は自分自身が回復してきていることを感じ

ています。過去の知識や経験の断片を考え，まと

めることが再びできるようになりました。それに

健康ばかりでなく，自信もとり戻してきました。

私はまだこの成果が信じられません」（矢野和貴）

カオイダンで学んだ修理技術がどれほど第３国

で役に立ったかは定かではない。たとえば日本の

場合自動車修理工になるには日本語による国家試

験の壁が立ちはだかっている。しかし新しい技術

の習得は希望を失った人々の新たな目標になりう

る。簡単な技術では得られない喜びがあるのだ。

ところがUNHCRが認めた1987年度の予算は前

年度より８％減らされた。教材がそろわず，思う

ような授業ができないとの声が現場から届いている。

難民キャンプが難民を呼び寄せているのではな

いかとの批判がある。難民をこれ以上出さないた

めにはカンプチア国内の復興を考えるべきであろ

う。すでにJVCはその方針を打ち出した。しか

し難民たちがいる限りキャンプは存在し，技術学

校もなくなることはない。“キャンプの閉鎖”が

今後どのような変化をもたらすかわからないが，

とりあえず来年も存続することは間違いないようだ。
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タイ近況報告

バンコク渉外担当柴田久史，大いに語る

口以前に柴田さんが働いていたころと比べ，バンコクは

変わりましたか。

タイで仕事をするのは５年ぶりです。以前にも増して

活気がありますね。冷房車が増えて，サムローが減りま

した。メインロードではトラックをバスのようにして人

を乗せることはなくなったし，発展しているなと感じま

した。

街の喫茶店や飲み屋に行くでしょう。以前は外国人ば

かりだった店も，今はタイ人が多い。中産階級が形成さ

れていることだと思います。新興住宅もどんどん建って

ますし。

それから変わったことといえば，アメリカ資本のファ

ーストフードが進出し，アイスクリームやピザのお店も

増えています。

ＪＶＣのオフィスが引越してもうすぐ１年になります。

人の出入りが少なくなった分仕事には打ちこめるように

なりましたが，外部から訪れる人はＪＶＣを知っている

日本からのお客さんぐらいなので，ちょっと活気がなく

なったような気もします。日本人会にＪＶＣがあったこ

ろは日本人会に寄った人が顔を見せていたのですが。こ

れはＪＶＣが日本人社会から独立したということかもし

れません。

ロメコン川流域が干ばつだそうですが，タイもひどいで

すか。

最近のタイのニュースは北タイと東北タイの干ばつの

ことです。連日のように新聞に載っています。私が見て

きた田んぼでは苗床ができているのに田植えができない

状況です。米を地主から借りる人も増えていました。５

杯のお米を借りると２杯が利子になってしまいます。８

月中に雨が思うように降らなければ，来年は大変なこと

になると思います。

ＪＶＣが以前に掘った井戸も，ふだんの年ならあふれ

るように水が出るのに，ほとんど出ないという状態でした。

ロ定住難民受け入れのため，各国のインタビュー・チー

ムが来ているそうですが。

私がタイを発つ時，ちょうどアメリカのインタビュー

・チームが来ていました。日本からのチームはラオス難

民を何人か受け入れていたようです。どこの国も受け入

れには消極的です。

ボート・ピープルについていえば，昨年の２倍以上の

人が上陸して来ます。これは多分ベトナムの０．，.Ｐ(合

法出国計画）が中断されたからだろうと思います。

難民たちはタイと国際社会の間で翻弄されています。

－７－

カオイダンを閉じると発表されて以来，難民たちの動揺

も大きく，カオイダンの技術学校をやめて語学を学ぶ人

が続出しました。治安も悪くなっているようです。

カオイダンの閉鎖が言い渡され，ＵＮＨＣＲが難民と

して認めない不法入国者が何百人か国境に返されました

が，それ以降大きな動きはありません。各国のインタビ

ュー・チームが来る間は静観というところでしょうか。

口国境のＪＶＣのプログラムが拡大するそうですが。

サイト２というソン。サン派の難民村の北半分をＪＶＣ

が担当するようです。これまでは複数の団体で補助給食

をしていたのですが，それをＪＶＣが一手に引き受ける

というわけです。対象者についていえば３歳以下が１歳

以下に引き下げられますので，人数も6000人が8000人

に増える程度で，現場での仕事量はそれほど大変という

ことではないと思います。

口国境のプログラムについてはいろいろ批判があります。

それをあえて拡大したわけは。

このプログラムはＵＮＢＲＯ（国連国境救援機関）の管

轄下にあるのですが，ＵＮＢＲＯとしてはいろいろな団体

が同じプログラムをしているので，それを１つにまとめ

たいということのようでした。ＪＶＣもそれに賛成した

わけです。もちろん私たちも難民たちの自治が腐敗して

いることは知っているし，人道的援助といっても結局は

軍隊を食べさせているのではないかという疑問もありま

す。このことに関しては軍隊が主導権を握らないように

自治権をコントロールする必要があるでしょう。これは

ソマリアで難民の自立，自治を奨励してきた私としては

驚きです。

以上のことを考慮したとしても，ベトナムを嫌って，

人々は出てきます。彼らはもうどこにも行くことができ

ません。希望もありません。彼らがいる限り，私たちも

このプログラムを閉じることはできないのではないかと

思います◎

私はここで強調したいのですが，ＵＮＢＲＯに日本がそ

の資金の28％を拠出していることです。ＪＶＣがこのプ

ログラムに疑問を持ち，引いたとしても日本からの援助

は続けられるのです。そして難民の声を日本に代弁する

者がいなくなってしまいます。日本人が知ろうと知るま

いと，日本は国境にお金を出しているのです。この事実

は忘れないで下さい。政治的な動きに対し，民間団体の

力は限界があります。大ぜいの人がこの現場を見，難民

問題についてともに考えて下さい。
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ラオス開発のための円卓会議

西側の開発協力を

ラオス政府の要請とＮＧＯの共同声明

ラオス民主人民共和国（ＬＡＯ・PEOPL'SDEM

OCRATICREPUBRIC，現在のラオス人は外国人

に対し，自国をＬＡＯ・ＰＤＲし，ＰＤＲを省略して，

ＬＡＯとだけ呼ぶのを滞在中聞かなかった）の首都

ヴィエンチャンで去る６月３，４，５の３日間，Ｕ

ＮＤＰ（国連開発計画）とラオス政府の共催で行われ

た「ラオスの開発を評価，検討する円卓会議」に出

席する機会を得た。

昨年４月にジュネーブでは，同じくＵＮＤＰが，

｢ＬＬＤＣ（最貧国）への開発新計画実施に関するア

ジア大平洋円卓会議」の一部として，ラオスの開発

問題を取り扱ったが，今回の会議は，ラオ・ＰＤＲ

となって，初めての西側政府・国連・民間非営利団

体（ＮＧＯ）代表者に対する援助要請のための農業，

婦人，衛生等分野別説明会とも言えるものであった。

国連関係15組織，１１カ国政府代表，ＮＧＯ１１団体が

出席した。参加を希望する上記関係者で，バンコク

から週２便の飛行機は満席。私たちはかつて難民キ

ャンプのあったタイのノンカーイから，メコン川を

渡ってラオス側の舟着場から入国した。

町にただ一つしかない国際級ホテル，ランサーン

(百万の象の意）が会議場兼宿舎にあてられ,会議

の公用語は英語であった。

援助を必要とする主たる分野として次の項目が強

調された。

農業：全国に1130万ヘクタールの森林の内，年

間40万ヘクタールが山岳民族により焼き払われる。

山岳民族の低地ラオ族に対する人口比が年々増大す

ることも加わり，焼き畑をいかに食い止め，低地に

おいて定着農業に就業させるかが目前の課題。焼き

払われた森林の蘇生とそのための人材養成が急がれ

る。

保健医療分野も，現状は8325人に医師１人，婦

人問題分野におけるのと同様，人材・施設・物資・

資金すべてが不足している。

ＮＧＯ代表者はＮＧＯの活動についてはまだ充分

な理解を持たないと思われるラオＰＤＲ政府の関係

者に，ＮＧＯへの理解を深めていくための共同声明

Jvc事務局長星野昌子

を練り，発表した。草の根の人々との間に人間関係

を作りながら共に働くＮＧＯの仕事は,､多額の援助

金・高度技術によるインフラストラクチャーの整備

等に関わるバイラテラル（二国間援助)，（マルティ

ラテラル（国際機関を通した援助）アシスタンスとは

異ること，したがってその不足分の補充という期待

は的外れである。またＮＧＯが円滑に仕事をするた

めには，入国許可や地方通行パスの発行手続の緩和，

敏速化が望まれることを述べた。

会議中個々のＮＧＯの活動や計画に説明する時間

が不充分であったが，ＪＶＣとしては今回参加でき

たことを感謝し，今後ラオス国内での活動に関心が

あることを述べた。

１７年ぶりのラオスの街

１９７５年以来，主として東欧に協力を求めて来た

ラオＰＤＲだが，昨１９８６年４月のジュネーブ会議を

踏まえて，今回は西側諸国政府・国際機関のみなら

ず，ＮＧＯをも含めて広く協力を求めるという，大

きな方向転換の表れを示すように思われた。

市街は以前より清潔だった。人々の様子も小ざっ

ばりとして1960年後半頃とあまり変化はない。自

動車が減り，自転車が増えた。しかし目抜き通りに

は，レストラン，仕立屋が店を構えるが，少数の機

械部品・雑貨・駄菓子等を除いては，商品がほとん

ど見られない。以前の繁栄を知るものには寂しくう

つるが，かつて溢れていた金製品。洋酒・化粧品・

輸入食品等は庶民の生活には関係のないものだった

と改めて実感する。滞在中，毎朝食事をしに出かけ

た朝市も賑わい，訪問した友人たちの家では鶏・豚

を飼って自給していた。

タドウアからの出国は「タイの入国査証の他に，

出国許可を取れ」と，しばしごたごたしたが，結局

川を渡った。外国人はトラブルを避けるため空港か

ら出入する方がよい。

小舟が進み，ノンカーイの舟着場が近づく間，７５

年以来，この川を渡って難民となった人々の心に思

いを馳せた。これからは自主帰還の進展に期待し，

ＪＶＣもその方向で働きたいと願った。
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カンプチアに関するＮＧＯ会議

今、われわれに何ができるか

「カンプチアについて親身になって考えているの

はプノンペンで毎日顔を合わせている人たちばかり

と思っていましたが，これだけ多くの人たちが今回

の会議のために世界各国から集まられたことは何と

素晴らしいことでしょう。とても心強く思います」

AFSＣプノンペンの代表者ナンシー・スミスさん

が，カンプチア国内の近況報告に先立ってこのよう

に挨拶した。

昨年９月のアムステルダムでの会議から９カ月経

った今年６月29日と30日の２日間，第２回「カンプ

チアに関するＮＧＯ会議」がベルギーのブラッセル，

欧州クエーカー協議会で開催された。２０団体以上の

ＮＧＯから30名以上の参加者を迎え，ＪＶＣからは前

回と同じく古西が出席した。

議題は次のように多岐にわたった。

・カンプチア国内とタイ。カンプチア国境の近況

･西側諸国と国連のカンプチア問題に対する姿勢

・アムネスティ・インターナショナルのカンプチア

での政治的投獄と拷問に反対するキャンペーン

（彼らの情報の出所とキャンペーンの姿勢に対し

て懐疑的な意見が出された）

・カンボジア証拠書類提出委員会の民主カンプチァ

の集団大虐殺に対する国事犯告訴キャンペーン

・国境における人権問題

・ＮＧＯによるカンブチアに関する共同出版物の取材

と執筆の進行状況と，その本の題名やそれに添え

る推薦状の提案

・今後のＮＧＯによる国際キャンペーンの戦略とＮ

ＧＯ間の調整についての話し合い

・ＣＩＤＳＥにより最近製作されたカンプチア国内の

映画の上映

ＮＧＯによる共同出版物

「西側諸国の外交筋ではカンプチアの状況に関す

る受身の姿勢が見られました。それは実に重要な問

題です。あるイギリスの外交官の次の言葉にはそれ

がはっきりとみうけられます。「ねえ。現実的にな

りなさい。たった600万人じゃないですか』」

共同出版物を執筆しているエバ。ミスリビエック

カンブチア事業担当古西勇

さんの報告である。彼女は今年２月から３月にかけ

て取材旅行を行い，カンプチアでカンプチア人民共

和国の職員と，タイで民主カンプチア連合政府のシ

ハヌーク派，ソン・サン派，ポル・ポト派（クメー

ル・ルージュ）のそれぞれの職員（ほとんどの場合

国境沿いの難民村の行政官)，国連機関とＮＧＯの代

表者達，西側諸国の在バンコク外交官，特にオラン

ダ，イギリス，日本，スウェーデン，オーストラリ

ア大使館，タイの知識人や外務省政務班の人々と話

し合う機会を持った。また，オーストラリアでは外

務省と援助団体の職員と話をした。彼女はそれらの

取材に基づいて１００ページ近い共同出版物の第一稿

を書き上げた。

「シハヌーク派とソン・サン派の代表者たちは，

彼らの連合政府においてクメール・ルージュが指導

力を握り彼らを威圧するのではないかと心配してお

り，もし彼らがカンプチアに戻った時には何が起こ

るのだろうと不安に思っています。ソン・サン派キ

ャンプのある行政職員は次のように強調していまし

た。「もし西側諸国が私たちに平和を与えるつもり

なら，クメール・ルージュからの保護も同時に与え

なさい。もしそうしないのなら，私たちに平和を与

えるな』」

国境の近況と人権問題についての報告は，昨年１１

月から12月にかけてＷＦＰ（世界食糧計画)の使節団

の一員として．ＵＮＢＲＯ（国連国境救援機関）と国

境で働くＮＧＯの活動を評価してきたＯＸＦＡＭのト

ニー・ジャクソン氏により行われた。

「国連はこれらの国境沿いの難民村は罪のない一

般市民のキャンプだと主張しています。しかし私の

意見では，全てのキャンプは実際には三派連合の軍

事行動を支援するという主要な目的を持っています」

－９－

多くの論評を受けて，エバさんは共同出版物の第

二稿の執筆に取りかかっている。その英語版は９月

には完成されるだろう。日本語版の出版は遅くとも

今年中に行いたい。ぜひ少しでも多くの方々にお読

み頂けることを心からお願いする。
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湧手記

私のソマリア 1986年

元ソマリア派遣研修生 高畑辰弘

難民の収入増大計画

かまくら（雪の家）のような形をした，土で作っ

たかまどの中でパンを焼く。まず，小麦粉，イース

ト菌，塩，それに水を一定の割合でこね，生のパン

を作る。次に炭でかまどを暖め，燃えカスを取り出

す。そして生パンを乗せた鉄板を中に入れ，１２～１３

分待つ。つまり，残り火でパンを焼くしかけである。

薬品類を全く使っていないせいか，とても素朴な味

がする。これがソマリアの典型的なパンの焼き方で

ある。

ＪＶＣジャボレのインカム。ジェネレィティング

プロジェクト（収入プロジェクト）を担当させても

らった。担当だなんてあまりにもおこがましい言い

方であるが，常に“責任者はオレなんだ”と思って

働いていたので，恐れずにこう書く。

このプロジェクトは，難民に職業を持ってもらい，

それによって経済的に自立してもらおうという計画

である。「難民の収入増大計画」とでもいおうか。

私がとりかかった時は，難民たちが自主的に手紙

で参加を申し込んできており，パン屋，くつ屋，養

鶏などが具体的に職業として，いつでもスタートで

きる状態にあった。私自身難民援助に関して初心者

で，滞在期間もそう長くないということから，比較

的やりやすいパン屋を担当することになった。

建築にあたりＪＶＣは大工を１名出した。大工は建

築指導のためのものであり，労働力の中心は難民自

身である。建築物も無料で彼らに与えられるのでは

ない。建築資材以外のもの，すなわち，作業台や一

輪車，ドラム缶などにかかる費用を一年半の間に返

金してもらうことにした。プロジェクトの中心は

ＪＶＣではなく，あくまでも難民で，彼らがＪＶＣを巻

きこみ自立していけるよう配慮した。

設計の段階では本当に冷や汗を流した。建築のこ

となんて右も左もわからないし，第一パン屋のパの

字も知らない。それに難民たちの生活がかかってい

ると思うと失敗は決して許されないと思った。

とりあえず，ソマリア各地のパン屋を見てまわり

具体的に絞っていった。低価格でしっかりしたもの

をという方針で決めていった。自分でも簡単な装置

を作ってパンを焼いてみた。結局できたのは，炭の

ような真っ黒のパンで，周囲に笑いと一抹の不安を

振りまいてしまった。

仕事はそのほとんどを人力に頼ったものである。

たとえばセメントを作るのにも機械など使わない。

ピラミッドを作ったエジプト人たちを思った。暑い

中での労働はやはりしんどい。太陽はそんな私たち

のことなどおかまいなく，空で笑い転げる。しかし

そんな中で彼らは楽しく仕事をする術を心得ていた。

誰かが□にしはじめた鼻歌に一人和し，二人和し，

最後に大合唱になる。ドラム缶をたたいて調子をと

る。誰かのおかみさんが力のつくソマリ茶を持って

くる。

忙しすぎる日本ではそんな風に働けないし，その

ように働いてはいけない状況になっている。“昔の

日本はこんな風だったのかな”と思った。やはり仕

事は生活のためという目的のほか，本質的に人間を

幸福にさせるべきものだろう。肩をぶつけあい，い

がみあい，誰のための仕事なのかその人自身わから

なくなるような状況は悲しい。

「これはあんたたちの仕事なんだ」

さて，当初の私は彼らを通して人間の底力，極限

に立たされた人間が見られることを期待した。住み

慣れたエチオピアの地を捨て，命がけで道なき道を

歩いてきた。それも兵隊の目を避けて夜間だけ…。

そんな彼らにとって今回の機会は生活再建の糸口と

なるものだった。彼らの不満，悲しみを一気にぶつ

けることができる。私もそれに見合うだけの気力と

意志を用意した。

たしかに彼らはよく働いた。しかしそれは私の目

の前にいる時だけであることに気づいた。約束の時

Ｔｒｉａｌ＆Error７２ －１０－
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▲ソマリアの陽気な仲間▲配給を受ける

難民たち
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間に遅れたり，途中で家に帰ってしまったり，何日

も無断で仕事を休んだりと，私に隠れて仕事から避

ける行動が目立った。私は彼らにとって雇用者だっ

た。彼らは彼ら自身の感覚の上で使用人であった。

彼らは始めからこの仕事をそのように考えていたの

だ。希望に満ちて働き始めた私は，期待と現実のギ

ャップに耐えられなくなった。私は何か裏切られた

ような気がした。「これはあんたたちの仕事なんだ

よ。オレのための仕事じゃないんだよ」。私は何度

もそう怒鳴った。集まりの悪い日が続くと道具をま

とめて帰ってしまったこともあった。

「やる気のない人はやめてもらいますよ」。私の

一番言いたくない言葉だった。そこまで言わせてし

まう状況になっていた。それに加えて彼らは考えつ

くもの全てを要求してくるのだった。最初の約束事

など無視して，である。私は悲しくなって，同室の

ソマリア人にその時の気持ちを打ち開けた。彼はさ

もあらん，というようにこう言った。

「それが難民の現状だよ。彼らに期待するのが無

理なんだ。たしかにエチオピアから逃げてきた時は

命がけだった。極限の日々だった。だが今は違う。

難民たちは毎日援助物資を食い，茶を飲んで無駄話

をして暮らしている。人間が腐るのはあたり前だよ。

帝国主義諸国の侵略にも屈服しなかったワシらソマ

リ族は，今援助物資という甘い汁のためにだめにな

り始めている。われわれソマリア国民はエチオピア

難民と同じ貧民だよ。毎日生活に四苦八苦して生き

抜いている兄弟がいるかと思えば，他方で援助物資

を食って遊んでいる兄弟がいる。不自然極まりない

ことだよ」。一歩キャンプを出ると，そこには地元

民の部落があり，天候不良のため不作に苦しんでい

灘繍議
る。家畜はやせ，食糧の値段は上がっていた。

いったい自分は何者か

私のやっていることは何だろうと思った。私たち

は難民世界の中だけを見，生活保障するのみならず，

ご丁寧にもパンエ場まで建ててやっているのであっ

た。いかに質素にデザインしたつもりでも，彼らに

与えた柱４本でソマリア人の平均年収になってしま

うのである。私自身，難民の精神の破壊に加担して

いるように思えた。

難民の生活は今や安定している。難民はソマリア

の国の中で１つの職業のようになり，物乞いを生活

の術と割り切っている。援助は一方的にするもので

なく，お互いの足りない部分を補うような形で行わ

れるべきだ，私はそう考えるようになった。まず，

対象者である彼らとミーティングを持ち，互いに胸

の内を話すことから始めた。－この仕事をＪＶＣの

仕事としてではなく，あなた方の仕事と思ってほし

い，いつか援助は打ち切られるのだから新たな在り

方を考えなければならない－そのようなことを話

した。彼らは納得してくれた。仕事は軌道に乗り始

めた。

問題は一応解決した。悩まなければならなかった

のは己の無力さだった。本当に何もできない，何も

分らないという局面があった。くやしいほど体が動

かない。頭も働かないのであった。ソマリアの大工

さんや日本人の技術者，あるいは難民の人々に背負

われ，‘惨めな姿をさらすことが多々あった。それが

多分本当の私の姿だった。難民たちに偉そうなこと

を口走ったが，そんなことを言えるほどの者ではな

いのだ。受験を通り，知識を入れて，ソマリアくん



だりまで乗り込んできて，私は何者かになった気で

いた。しかし，単に私は日本で求められる軌道に乗

っていただけであった。丸裸の人間が勝負するとこ

ろでは，そんなものはまったく意味を成さないので

あった。私は無力だった。私が救おうとしていた難

民たちは，はるかに強かった。彼らは兵隊たちから

逃れ，国境を越え，援助にしがみついても生き延び

ている。それだけでも大したものだ。なぜなら，彼

らの仲間の多くは途中で死んでしまったのだから。

"生きる”ということに関しては，彼らの前で私は

猫のようなものだった。

私は「援助はいつか切れるんだよ。欲しい，欲し

いというだけではだめなんだよ」と彼らに言ってい

た。しかしそう言っている自分はどうなのか。親か

ら援助されている他立人間ではないか。そんなにご

立派な奴か。私が今まで問題視していた要素は自分

自身の中にあったのだ。私は力が抜けていくのを感

じた。

モハメッド･イスマイル

そんな状況の中で私は空回りし始めた。私自身不

安定で倒れそうになった。そんな時に支えてくれた

のが，対象者である一人の青年だった。彼は言葉で

なく，行動で私を力づけてくれた。モハメッド･イ

スマイルという私と同位年の難民の長だった。「こ

こでパン屋を成功させ，１０年後には友の待つエチオ

ピア，オガデンに帰るんだ」という彼は，対象者の

中で唯一表裏なく働いてきた男だった。朝１人で私

を呼びに来た。マラリアで熱にうなされても彼は現

場に姿を見せた。彼は彼らの利害を代表し，私は

JVCの利害を代表しているのでしばしば言い合い

になったりもした。しかし彼とつきあっているうち

に「こいつは極限に立たされているな」と直感した。

砿零露

鱗
埼』

巣箱のようなジャボレのコンパウンド私たちの棲み家だ

真剣に今の世界からの脱出を考えているようだった。

働いている時に見せる何か思いつめたような横顔に

は，何かしら，成り上りボクサーの趣があった。私

は彼と同年代である。私も含めて同世代の連中に，

こんな顔のできる奴は何人いるだろうかと考えた。

モハメッド・イスマイルの姿は私にとって魅力的だ

った。自分の無力さを感じながらも「今オレが倒れ

たらどうなるのだ」「オレが力を抜いたらモハメッ

ドを裏切ることになる」。そんな気持ちで日の登る

ころには私もスコップを持っていた。工事は着々と

進行し，私がソマリアにいることができる時間も少

なくなってきた。

パンの味

難民は終始私に優しく気が良かった。毎日どこか

の家の食事に呼ばれた。しかし，そんな彼らを素直

に受け入れられない自分がいた。前に述べたとおり，

私は彼らに耳の痛いことを言い続けた。いろいろト

ラブルもあった。それに私自身様々な面で未熟だっ

たので，彼らにとって必ずしも必要であるとは思え

なかった。

工事は私がキャンプを発つ前日に終了した。たし

かに１つの区切りはつけられた。楽しかったことも

多く，こんなに働いたのも始めてだった。しかし，

「この土地の人たちから見てオレはいったい何だっ

たのだろう」と考えた。‘清ない答しか思いつかなか

った。

荷作りをし終えた当日の朝，モハメッドが顔を炭

だらけにして私の部屋に来た。パンが焼けたから見

に来てくれ，というのだ。寝ぼけ顔のまま現場に行

くと，６人の仲間が疲れ切った顔で私を迎えてくれ

た。かまどの表面に少しヒビが入り，煙がたち上っ

ていた。私の出発に間に合わせるために，徹夜でパ

ンを焼いてくれたのだった。焼き上ったパンをおそ

るおそる食べてみた。一部が生のままで不格好だっ

たが，やはりうまかった。仲間たちは自信なさそう

だったが，私が２個全部食べたのを見て安心したよ

うだった。

「ありがとう，さようなら，タカハタ」。

一番年長の，もう５０歳に近い一人が言った。「あん

たは透んだ心を持っているよ。ワシラはこんな身の

上だから，今後どこへ行くかわからん。ここでパン

屋をやって一生安らかに暮らせるとは思っていない。

だけど，どこへ行ってもあんたのことは忘れないよ｣。

うつむきがちだった私の顔は'情ない笑顔に変わった。

Ｔｒｉａｌ＆Error７２ －１２－



ジャボレ・キャンプ

保健衛生プログラムを引き渡す

ジャボレ・キャンプにおける保健衛生

ソマリアでは難民緊急救援が始まった当初より，

イギリスのＯＸＦＡＭが徹底的な調査をもとに作成し

たキャンプ内のＰ.Ｈ,Ｃ（プライマリーヘルスケアー）油
についてのガイドラインを，ＲＨＵ(難民保健局／ソ

マリア政府）を通してソマリア国内の全キャンプで

使用している。現在，各キャンプに配属されている

ＲＨＵナースは難民キャンプのＰ.Ｈ,Ｃ､について４～

５年の経験を持っている。ＯＸＦＡＭは，高額な援助

が保健衛生に集中しないように，つまりキャンプと

地域の医療格差を防ぐ意味でも，外国人スタッフは

スーパーバイザーとしてＰ.Ｈ､Ｃの体系づくりと，

ＲＨＵナースの指導に重点をおき，６カ月ないし１

年の早期撤退を奨励していた。具体的な資料はない

が，現在はほとんどのキャンプのＰ.Ｈ､ＣはＲＨＵナ

ースのみで実施している。

ジャポレ・キャンプも，１月に日本人ナースが帰

国して以降は，事実上５人のＲＨＵナースの管理に

任されていたが，ガイドラインが徹底しているため，

彼らだけで十分機能し得るほどになっている。キャ

ンプ内では難民の中から50人程がＣＨＷ(コミュニテ

ィーヘルスワーカー）として選ばれ，１年の教育の

あと家庭訪問をしたり，クリニック等でＲＨＵナー

スのアシスタントとして働いている。ジャポレキャ

ンプでも，一期生がすでにクリニックの診察を任さ

れていた。ＣＨＷはクリニック中心ではなく，家庭

訪問そして衛生教育による疾病予防という重要な役

割を担っている。

サウジアラビア赤三日月社

不本意なＳＲＣＳ（SawdiRedCressentSoceity）へ

の引き渡し

ＳＲＣＳはジャボレ・キャンプ開設当時より食糧調

達を行ってきた。ジャポレ・キャンプの保健衛生プ

ログラムを引き継ぎたいという意向は１年半ほど前

よりあったらしいが，今年４月に突然，ＳＲＣＳとソ

マリア政府間でジャボレ。キャンプの保健衛生プロ

グラムをSRCSが引き継ぐという公式の決定がＪＶＣ

の承諾なしになされた。ＳＲＣＳが何故そこまでこの

プログラムをしたいのか，はっきりした理由はわか

らず，“イスラム教の同胞を助けるため”という話

注）地域に密着した基礎的保健・医療サービス

看護婦青井千恵

も聞かれたが，モガディシュで話合いを重ねたうち，

Ｊｖｃに対し設備にかかった費用を返却するというこ

とで，ＪＶＣ側としては納得のいかないまま，ＳＲＣＳ

にプログラムを渡すことに同意した。

６月16日にSRCSが来キャンプ・ＪＶＣから資料等

を手渡し，６月23日をもって完全にＳＲＣＳに引き渡

した。現在はＳＲＣＳの医師がアドミニストレーダー

としてキャンプに残っている。ＪＶＣ側として引き渡

す際，ＲＨＵナースとＣＨＷで十分機能している

P.Ｈ､Ｃの体制を延ばす方向にするよう強く要請した。

医師が入るということで，今までクリニック中心で

ないＰ.Ｈ､Ｃを目指していたものが，医師のいるクリ

ニックに難民が依存することを私たちは心配したた

めである。

引き渡し後は医師は実際に診察はせず，ＲＨＵナー

スの従来通りの活動に任されていたが，Ｐ.Ｈ､Ｃの重

要な役割りを担うＣＨＷのほとんどを解雇してしま

った。その他の変化については，あまり干渉できな

いので状況を把握できずにいる。けれども，キャン

プ内に特に大きな混乱はない。そこで思うのは，ソ

マリアの政府側もそしてもちろん難民にも，彼らが

良しとするものを選択できるだけの発言権がないと

いうことである。

ＯＸＦＡＭのガイドラインが与えられればそれを実

施する，そしてＳＲＣＳがその方法を変えればそれに

従う。残念なことである。ＯＸＦＡＭのガイドライン

による統一されたキャンプのＰ.Ｈ,Ｃについては西洋

的な発想や方法の押しつけなど批判もあるかもしれ

ない。けれどもＲＨＵナースはここからお金のかか

らないＰ.Ｈ､Ｃの概念を飛躍的に学んだ。遊牧民の多

かったこの国の人たちが家庭訪問という方法を学ん

だ。それは十分評価のできることである。今後不幸

にして同じような緊急救援のニーズが他の国で生じ

た場合も，その国の将来を考えると早期にＮＧＯが

統一した方向で，そして同じレベルで救援活動がな

されることが理想的だと思う。その点でも今回の

ＳＲＣＳへの引き渡しは肺に落ちない点が多い。

今後，ＲＨＵナースがＰ.Ｈ､Ｃをキャンプ内で，そ

して将来はその経験を地域へどのように展開してい

くか興味深い。

－１３－ Trial＆Error７２



JVC神奈川始動！

地域に根ざした活動を目的に，５月から活動を開

始したJVC神奈川◎横浜は，山下公園を見下ろす

産貿ビル９階，財神奈川県国際交流協会の一部に，

間借りしながらがんばっています。その施設とは，

国際交流コーナー「ＫＩＳ(Kanagawalnformation

Stationの略)」といって，県内外の市民グループに

開かれた'情報交換，作業，ミーティングのためのス

ペースです。

ＪＶＣ神奈川は，定住難民プロジェクトなどＪＶＣ

独自の活動をする一方，「ＫＩＳ_|の企画，運営に協

力しています。

また，現在神奈川では，ＮＧＯや県内の市民グル

ープが集まって，身近なところからの海外協力とネ

ットワーク作りをテーマに，「市民とアジアを結ぶ

国際フォーラム」を準備しています。フォーラム自

体は来年３月に２泊３日に行う予定ですが，そのプ

レ企画として，講演会や映画祭，チャリティ・ウォ

ークなどを企画しています。このフォーラムの事務

局は，「ＫＩＳ」にあり，ＪＶＣ神奈川の山口も事務局

の主要なスタッフとして活躍しています。

ＪＶＣ神奈川ではボランティアを募集しています。

ワープロ入力や事務手伝いをして下さる方，大歓迎

です。（山口誠史）
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７月の動き

カンプチア，サンタピエップ（平和）技術学校が落成

前日までの雨も上がった７月１５日，サンタピエッ

プ（平和）技術学校。ワークショップの落成式が行

われ，カンプチァ政府代表（運輸通信省，輸送局長)，

各ＮＧＯの代表，スタッフが出席した。日本からは，

足立房夫さん（自動車労連，中央執行委員),飛鳥寛

恵さん（僧侶)，松井やよりさん(朝日新聞，編集委

員)，前川仁志さん（京都新聞，編集記者)，森枝卓

士さん（写真家)，それにＪＶＣ岩崎代表が参加した。

ＪＶＣタイ代表のポンピモンさんも日本のグループ

に同行した。

ワークショップは約900平方メートル，高さ１２メ

ートルの鉄筋の建物で，トラックが同時に８台修理

できる。設計はカンプチア運輸省の原案を川口昌宏

日大教授（元ＪＶＣ代表)が手直しし、それをさらに

運輸省で検討してでき上がった。なお鉄筋やコンク

リートなどはシンガポールから運び，レンガはプノ

ンペンで調達した。

２階は教室になっているがまだ手を加える部分も

多く，完成はしていない。倉庫やトイレの建設もまだ

で，実際に生徒を受け入れるのは早くても９月にな

る見込みだ。

７月25日に一時帰国した蓑田健一さんは「落成式

に間に合わせるため．一週間ぐらい前から突貫工事

でがんばった。とても重労働だったが間に合ってう

れしい。ほっとした。しかしこれで終ったわけでは

ないので，もうひとふんばりしなければならない」

といっている。

また岩崎代表は「ＪＶＣプログラムがカンプチア人

に歓迎されているのを感じた。同時に期待の大きさ

もひしひしと感じる。それは一市民団体としては大

海老名青年の祭典バザーに参加

７月25日，２６日，神奈川県海老名市で開かれた

｢青年の祭典」に，ＪＶＣはシャプラニールやＳＶＡ(曹

洞宗ボランティア会）サヘルの会などとともに参加

しました。当日は真夏の太陽が照りつけるかと思う

と，急に雷をともなった夕立ちが襲ったりという状

況でしたが，「待てないプロジェクト」の人たちの応

援や劇団ＪＶＣのパントマイムも加わって，なかなか

の盛況でした。

バザー用品も，神奈川県在住の会員の方々に呼び

かけた結果，家庭で眠っているお中元用品を送って

いただいたので売り上げが５万7000円になりました。

ご協力下さった皆さん，どうもありがとうございま

した。（山口）

Trial＆Error７２

さあ，いらっしゃい。いらっしゃい。

（海老名青年の祭典バザー）
－１４－



記念式典に参加した政府代表ＮＧＯ関係者たち

きすぎる期待だ。なんとしてもその期待に応えるよ

うにＪＶＣも努力しなければならない」と感想を述

べている。

日米高校生交流ｉｎ東金

去る７月17日から21日まで，ＪＶＣ東金農場にお

いて，日米文化センター主催，日米高校生交流プロ

ジェクトの一部として農作業交流を含めた，東金プ

ログラムが行われた。

約１カ月間の日米高校生交流プロジェクトは，両

国の高校生が，言語や文化の違いをこえ，飽食と飢

餓，核戦争と平和，開発と保護などの地球的規模の

問題を地球市民の一員として共に考え，率直に意見

を述べあう機会と場を提供するものであった。これ

にあわせ東金農場では，“日常生活での衣食住を見

直すことで，第三世界の問題解決を考える”ことの

きっかけを作ろうと、地元高校生と広く市民の参加

を募った。

プログラムは，東金市内高校生と米国高校生の討

論会，郷土料理・タイ・カンプチア料理による日米

交流記念式典，農作業交流，東金市内のハイキング

等であった。

米国からは４名の生徒に付き添いの教師１名，市

内高校生は約20名，それに郷土料理出品やホストフ

ァミリーとして陰ながらこのプログラムを支えてく

れた東金市民有志が参加した。

参加した米国の高校生からみればＮＧＯとしての

JVCが農業という具体的な活動をしていることに

感銘し，高校生を含めた市内の人々は，今まで関心

もあまりなかったような活動の存在に気づくきっか

けになった。地球上における種々の問題解決に対す

る市民の人々の意識の向上を計るものとして国内活

動の必要性・重要性が高まっている。質のいいプロ

グラム，イベント作りの難しさを改めて考えさせら

れた。（飯塚美奈）

－１５－

事務局からのお知らせ

ＦＡＸの導入とテレックス番号の変更

これまでＦＡＸがなかったためにご迷惑をお

かけしていましたが，９月１日から導入するこ

とになりました。番号は03-835-0519です。

またテレックス番号も９月１日から変更いた

します。番号は7604025（ＪＶＣＨＱＵＣアンサー
パックコード）です。

募金内容が変わりました

ＪＶＣにはいくつかの募金の種類があります

が．プロジェクトの変化とともに新しく募金を

設けたり，変更したりしています。このたびい

くつかある募金を整理しましたので，次回から

は新しい募金名で入金して下さるようお願いし

ます。なお新設，変更した理由は以下のとおり

です。

・グリーン。フォー・アフリカ募金

昨年はキャンペーンのための特別募金でした

が，今年から常設し，環境破壊されたアフリ

カの復興のために使われます。

・タイ。スラム募金

旧来は，クロントイ・スラム募金またはスラ

ム募金といっていましたが，クロントイ以外

のタイのスラムでも活動しているため,タイ・

スラム募金に改名しました。

・スラムの子供奨学金。基金

旧来はデッグ・スラム奨学金・基金といって

いました。デッグはタイ語で子供という意味

ですが，始めての人にはわかりにくいという

ので，日本語になおしました。

・タイ農村募金

新たに農村開発のための募金を設けました。

・定住難民募金

旧来は日本語家庭教師募金といっていました。

プロジェクト名とともに募金名も変更しまし

た。

・医療募金とボランティア募金はなくなりまし

た。

医療募金はＪＶＣの姉妹団体，ＳＨＡＲＥ（海外

医療保健情報センター）で取扱っています。

ボランティアの健康管理にはJVC運営経費が

当てられるため，ボランティア募金はなくな

りました。

Trial＆Error７２



蕊

｢ナバノ」

大 空の下 で 山口誠史

不浄な手

ルークのトイレにしゃがむと，すぐわきに蛇口が

ついている。外のドラムカンにつながったこの蛇口

の下には，空ピンがおかれている。この蛇口，単に

手を洗うためではない。おしりを洗うためにあるの
●●

である。びんに水を入れて，流しながら左手でおし

りを洗う。衛生的だし，気持ちがよい。最近，日本

でもお湯が出るトイレが普及しつつあるが，ソマリ

アでは昔からこのスタイル。すすんでいるのである。

ただ，ここでは手を使う。これが最初はちょっと抵

抗があった。もちろん終ったあとは，外のドラムカ

ンのところで，ちゃんと手を洗う。しかし，トイレ

から出た日本人は，思わず手を鼻のところへ持って

いってしまう。

手を使うと言ったが，使う手は左手に限られる。

ソマリア人はふつう，食事は手づかみ。ただし右手

だけで左手は使わない。ごはんや肉はもちろん，ス

パゲッティもじつに器用に指にまきつけて食べる。

日本人スタッフも，いっしょの時はもちろん手で食

べる。時々，おもわず左手を使ってしまうと，ソマ

リア人に横目でにらまれる。

ンでもあればそれでもよく，何もない場合は，小枝

か，石か，砂を使うということになる。ブッシュと

いうのは，この乾燥地帯でわずかにはえている，高

さ１メートルぐらいのとげの木で，葉は雨期のわず

かな間以外はまったくない。したがって奥の方に入

らないと，なかなか周囲から隠れることはできない。

しかも，センターのまわりは，たき木やフェンスづ

くりのために，人々が木を切ってしまったのでまる

はだかになっている，200メートルも遠くまでかけ

出さなければならなかった。

やっとのことでセンターからは見えないところま

でたどりつき，青空を見ながら気持よくしゃがんで

いた。すると，どこかでたき木をとってきた帰りら

しい，一群の女性が，急に現われた。ここでちょっ

とわき道にそれるが，ソマリアをはじめアフリカの

多くの国々では，水汲みやたき木とりなどの重労働

は，女性の仕事であり，男はたとえすることがなく

ても，これを手伝うことはない。難民キャンプでは，

家畜をもたない元遊牧民の男たちは，政治談議と称

しては，日がなお茶を飲み，することもなく話し込

んでいるのである。閑話休題。

背に重いたき木をしよって，前かがみになって歩

いてきた女性たちは，目の前に急にあらわれた，ズ

ボンをおろした外国人を見てびっくりしたことだろ

う。しかし驚いたのはこっちも同じで，カコといって

すぐにズボンをひき上げるわけにもいかない。にこ

つと笑って「ナバノ（こんにちわ）」とあいさつを

した。すると女性たちも，あさ黒い顔にまつ白な歯

をみせて，「ナバ.〃」とあいさつを返してくれたの

であった。

ブッシュでの出会い

ルークのトイレは天井がない。雨が少ない土地だ

から，さして不便さは感じない。それよりも，青空

を見ながらのトイレもいいものである。ただし，日

中あまり長くしゃがんでいると，暑さで頭がくらく

らしてくる。その意味では，夜のトイレはじつにい

い。満天の星空の下，流れ星をながめながらのトイ

レは日本ではちょっと味わえないものである。

青空の下という意味では，トイレよりももっと自

然を味わえるのは，ブッシュトイレ，すなわち野ぐ

そである。ＪＶＣが補助給食プログラムをやっている

フィーディングセンターには，最初のうち，トイレ

がなかった。ある時，私は朝からおなかの調子が悪

く，仕事に出る前に宿舎のトイレにいっていたもの

の，給食を配っているうちにどうにもがまんできな

くなってしまった。幸い日本人の看護婦さんがティッ

シュを持っていたので，それをつかんでブッシュの

中にかけ込んだのである。もちろん，水を入れたビ

－１６－
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ＪＶＣプロジエクト
活動地名

東京本部

神奈川県

(ＪＶＣ神奈川）

｢目天国丙１

エチオピア

<ウォロ州）

活 動内容

渉外，事業計画，資金調達，ボランティア調整，会計，

総務，情報収集および広報等。

機関誌「トライアル。アンド・エラー」発行。

ＪＶＣ説明会一毎月第ユノゴ曜日午後６時～９時

第３･↓二曜日午後１時～４時
学習会ノ津同午後６時～９時

(希望者にはハガキにて連絡）

神奈lIi県内における渉外，事業計画，情報収集，資金
調達等を行う。

神奈川県及び県内の市民団体との共同雅業の企両，運

営。定住難民プロジェクi､のコーディネーション

ＪＶＣ説明会一毎月第１火曜日午後６時～９時

毎月第２土曜口午後ユ時～４時

●定住難民プロジェクト

神奈Ⅱ:オフィス（７月５日）と東京オフィス〈７月

６口）において，新規ボランティア希望の人たちに
対するオリエンテーションを請った。当口，神奈川
には10人，東京には３人の参加者があった。現在活
動中のボラソティアも加わり，プロジニクトの趣旨
について説明した。これらの人々に対しては，ボラ
ンティアを希望している定住者との組み合せを行っ

ていく(：

７ノj20H『もしもしあのね』第２号を発行した。

●東金農場

68ａの水田の草取りが終わり，どの水田もそろって
穂を出しはじめた。

畑も草取りに追われる毎日。現在収穫中の野菜はイ
ンゲン豆，ナス，キュウリ等。トウモ毎コシの収穫
も近い。

７月17～２１日，Ｉ¥米高校生交流プログラムを開き，
アメリカと東金の高校生がいっしょに農作業をした。

●総合的復興促進

1．種子銀行

耕作用の牛を持たない農民に分割払いによる役牛
の販売を開始した。また大雨季（６月末～９ﾉ]）

を前に，大麦，小麦の種子の貸しつけを行った。
2．植林

生産した22万本の苗木を７月中に植えつける予定
だったが，いまだに大雨季の降雨がなく，実施さ
れていない:’

3．モデル農場

アグ面フォレストリー用の樹種の育成，有機農業
牧草実験等を継続して行っている。現地小学校の
環境教育クラスを受け持ち，授業を始めている。
4．保健・栄養

母子教室，家庭菜園の奨励を訪問形式で行ってい
る。農業省による短期婦人家庭教室の一部を担当

した。

5．井戸，給水
マーシャ村に深井戸を２基掘った後水場の汚染
を防ぐための水場の保護を開始した。

6．チ三ク・ダム（砂防ダム）建設

Ｖ字谷浸食防止のための石積み作りを普及中。

－１７－

1987年７月２５日現在

出資団体

全国社会福祉協

議会

ジャパン・タイムズ

神奈川県福祉部
横浜キワニスク
ラブ１，
令国老人クラブ

連合会

CＲＤＡ

西本願寺，

チャリティ・カ

レンダー，
チャジティ・サ

イクル，

メジノール修道

士会
全国と人クラブ

連合会，
バン､寺・エイド，

日本漫画家協会

東京グリーン・

ウォーク

ジャパン・タイ

ムス

担当者

岩崎駿少（代表）

尾野昌子（事務局長）

佐々木志保，林達雄，
前Ⅱ昌代，鴇、三芳，
古幽男，富女光子，
岩崎美佐子，
アイネス。バスカビル

山L:誠史

山!:誠史，
他約60人

井本勝幸，汽十嵐裕昌，
松岡美奈子，飯塚美奈

内山田康．伊藤達男

伊藤幸子，有本敦子，

加納妙，1.1円盛，
イエットベルク，ソロモ

ン，バレタ，フニテルワ

ルク，ダニニル

Ｔｒｉａｌ＆Error７２



活動地名

ソマリア１
マガネイ・斗・ヤンプ

（ゲド､-郡＞

ジJiアボレ･土』h,ンプ

(屋ラン郡）

カンブチア|カンプチア’

/鰯説省、
プレイベン省

(スバイジエン省／

Trial＆Error７２

活 動内容

|苫ばつが一転して大洪水になった。荒野は急速に緑を

増している::干ばつの被災民に対して行われている緊

急食糧配給はもうすぐ終了dると思われる。

●農業による自立促准

洪水の悪影響はＪＶＣ農場にも及んだ。低い農地で

は水深２ｍ以上にもなり，その一部は今も冠水した
ままである．作付面積の約８割が水害で枯れてしま
った。しかしこの洪水は土壌表面に埋まった塩分を

洗い流し，栄養分を豊常に含む粘土質の上壌を運ぶ
役目もした。

農民とＷＣスタッフが協力し，農場の壊れた部分
の改修に励んでいる。また水の引いた部分から種ま
きも始めた。

●コミュニティー・サービス／収入プロジェクト
燃焼効率の良いセラミック・ストーブ（七輪〉の普

及とパン屋，かじ屋，帽子屋への資金融資を始めた。

いずれも少しの資金で効果的な協力ができる。

●医療・保健／補助給食

ＳＲＣＳ〈サウジアラビアの団体）への引き継ぎを６

月二811完了した。病院設備もり宮渡し，その建設費
として約１万5000米ドルをＳＲＣＳから返却してもら
った。

⑬教育

小学校の建築にかかっていたが，これもＳＲＣＳに引
き継いでもらった。

●植林／家庭菜園／収入プロジェクト

これらについては現在も継続している。その必要性

はもとより，難民，地元民，ソマリア政府部局から，
今後も続けてほしいとの要望が強い。しかし活動資

金がｲ<足している。

●カンプチアの人々への総合的人道援助

今年も全体として雨の到来が遅れ，各地の雨量もと
ても少ない。天候の不順が稲作に与える影響は深刻
のようだ。耕作地のうち３％しか田植を終了してい

ないという公式発表がなされている。

1．サンタピェップ（平和）技術学校・ワークショップ
かねてより建設が進められていた校舎・修理工場が

完成K－，，７月15Ｈ同校で落成式が行われた。ＪＶＣの
岩崎代表ら７人の代表団が日本とタイから参加し，
プノンペン駐在の西側ＮＧＯ〈民間団体〉代表らも
出席した。南やかんがいポンプなどの修蝿技術を孤
児や未亡人などに訓練しながら修理する施設である。
援助活動の最も基本的で重要な輸送機関でありなが
ら．７９年以後，故障したまま放置されていた数百台
のトラックもようやく修理される目途がついた。

2．井戸掘り／給水<ＯＸＦＡＭと共何）

プレイベン省，スベイリニン省で続行巾。

3．プレック・ピノウ孤児院援助

トンレサップノI|からの水浄化システムを計画中。

4．補助栄養給食

カンダール，スバイジエン，コンポンスプ･-，ゴン
ポンチナンなど各省の母子保健の実情を調査中。

－１８－

出資団体

ＵＮＨＣＲ，

創価学会文化・

平和運動事務局

朝F1新聞厚催文

化事業団，
砂漠に種をまく

人の会

全国老人クラブ

連合会，
創価学会文化平

和運動躯務局，
モラ[IジーＭＩＲＣ，
立正佼成会，

自動車労連，

庭野平和財団，

ＩＬＣチャリプ･イ

グループゥ
西本願寺，
善興寺ダーナ蕊

金
高岡青年僧侶会

担当者

鳩紀晶，シアッド，

荻ノ追善六，船Ⅱ:秀夫，
中岡哲也，
モハメッド，ラシッド，

ハジ，アオキ，アブディ
・ジョブ，フセイン，ア

ハメッド，ハッサン

浜野敏子，米淫聡，
庄司美，シュクリ，
ハッサン，アブディ，
シュイク・アブディ

熊岡路矢，蓑田健･‐，

蓑田玲子，馬漬
マリー・キャマル



活動地名

国
ノ篭ンコクＪｆ務所

カオイダン

(カンプチア

難民キャンプ）

国境のサイト２，
ノンチャン

（カンプチァ

難民村〉

パナニコム

（第.ゴョ定

難民次

地域開発

<バンコク市内の

スラム地区）

活 動内容

渉外，事業計画，資金調達，ボランティア調整，会計
総務，情報収集および広報，バザー，古本のセール。
季刊「ニューズ・レター」（英語・タイ語）発行。

●西崎憲司記念技術学校

これまでは理論と実技の２コースに分かれて授業が
行われていたが，これを廃止した。新しいカリキュ
ラムのもと今年度第３期の授業を24日に開始した（：
前半期は総計555人の卒業生を出した。これは当初
の目標数の１１０％になる。

●補助給食

蕊に妊産婦，乳幼児を対象に栄養教育。ドライパッ

クの支給が行われた。

６月27日には妊産婦の需査と普録が行われた:：

５月下旬に砲撃があって以来，今月は際立った動き
はなかつたが．警戒は必要である。

●日本語学校

日本定住予定の34人のクメ､-ル碓徒が４クラス〈中

級３クラス，初級ｌクラス）に分かれ，日本語を学
稗している。文盲の生徒にクメ・-ル語の読み書きを
教えるクラスが新たに没けられた。

●科学クラス

７月から新:,いサイクルが始った。ＳＣＦ（･贈ブ・
ザ・チルドレン＞の小学校に通う600人以上の子供
がＪＶＣの運営のもと，自然科学の基礎を学んでい

るｏ

③奨学金援助

本年度の報告書作成が終り，発送作業を行っている箸

新しい子供のインタビューをモナリザウタッケオ，
ワットヤイのスラムで行っている。

●クロントイ図書館

ＮＨＡ（住宅公社）から許可もおり，工事は順調に
行っている。

●移動図書

タックロイを訪問し，現状調査を行った。パンユク
市内では本の入れ替え，巡回指導を随時行っている。
、移動学習センター(プラティープ財聞，ＦFSC，ＪＳＲＣ
との共同プロジェクト）

９のスラムで学習の機会のない子供たちのため人形
劇などで教育，また母親グループの育成を行ってい
る。

●井戸修理ブログラ

ＪＶＣが1982年か

の井戸を清掃し，

・て参加した挙生の

ム

ら４年間に東北タイ

修理を行うため，：

第一陣が出発した。

上80水

利Ⅲし

人材派遣プロジェクト

フィリピン ･国際移民委員会（ＩＯＭ）一第三国定住手続きにとも

<ＰＦＡＯ， なう医療業務及びキャンプ内でのプライマリ・ヘル

パラヮン島） スケアー｡

－１９－

出資団体

全国社会福祉協

議会

ＵＮＨＣＲ

Ｒ､１．ジャパン

ＷＦＰ/ＵＮＢＲＯ

犬理教:７．･葉

ﾓﾗﾛジ砦ＭＩＲｑ

ＪＯＦＩＣ，

庭野平和財団，
京都国際青年委

員会

城四病院

当者

ポンピモン・チャイブーン，

柴田久史，

カモン・ミンムアン．

スンコ‐・テイチャリヤクン

矢野和貴，谷山博史，

ノムヨット・ラタナタム，

パイトゥ･－ン・チマチュイ

プリース，ブーム，

チヤンチヤイ，トンバイ，

スピチヤ，北代るり，
ソム．:ナック，カレン，

エッ，前野博美
アドレアン

台原淑子，落合正:幸，

プォード・順子，
アブーン・ブダミリンプラ

ﾃｨｰブ,

ウィパ・ロンプリック

ヴァラナ・卜・チェンクン，

サムルアグイ・ジニョンニヨー・

クラン，アルＦ－‐・スヂー

ットムンヴァイ，ジーーラ

・クンナロン，スワン・
リンサ･ムパンーニ７メン。

スンリーマラヤ，

柴柵久寿雰

カモン・

赤坂泰央，

渋沢文生，

眉井弘代

Ｔｒｉａｌ＆Error７２



仁1984年ごろまではＴ/Ｅの内容もタイの話題が大部分を

占めていたが，この２～３年（私が編集を担当してからと

いうことだが）タイの記事はめっきり減ってしまった。難

民もキャンプもすべての動きが止まり，もはや何事もない

かのように錯覚していた。しかしキャンプ人口は，６月末

で14万にも及んでいる。これまで100万人以上が第三国に

定住した。それにもかかわらずこの数字だ。難民は決して

減ってはいない。いらだちとあきらめが入り混じる。日本

の定住者にカオイダンに出てきたからお金を送ってほしい

と，つい最近その家族から便りがあったという。

Trial＆Error（試行錯誤トライアル。アンド・エラー）第72号
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昭和57年９月16日第三種郵便物認可

編集後記

傍みなさまの募金が支えるＪＶＣの活動一救援活動をより充

実させるため，以下の募金をお願いしています。なお募金の

20％をＪＶＣの運営経費に充当させていただいています。

Ａ､アフリカ難民救援募金（７月小計87,000円）アフリ

カの難民・飢餓民への救援プロジェクトに使われます。

Ｂ・グリーン・フォー･アフリカ募金（７月小計21,100円）

アフリカの土壌回復，農業，植林等に使われます。

Ｃ・インドシナ難民救援募金（７月小計6,000円）タイ国

内にある各難民キャンプのプロジェクト費にあてられます。

Ｄ､カンプチア募金（７月小計235,000円）カンプ

チア国内の復興のために使われます。

Ｅ・スラム募金（７月小計75,800円）バンコ

ク市内のスラムにおける生活向上のためのプロジェクト及

び図書活動に使われます。

Ｆ,デッグ･スラム奨学金｡基金（７月小計315,000円）バンコ

ク市内のスラムの子供達が学校へ通う費用を援助します。

Ｇ・定住難民募金（７月小計2,000円）定住難

民のための日本語教材費と家庭教師の交通費に使われます。

Ｈ､ＪＶＣ運営経費募金（７月小計5,000円）現場を

支えるのに不可欠な事務運営経費，人件費に使われます。

Ｉ、無指定募金（７月小計110,070円）

＞送金の方法一下記の口座へ郵便振替にてご入金下さい。

東京９－２７４９５（募金種目名をご記入下さい｡）

加入者名一ＪＶＣ東京事務所

ＰJVCとは一ＪａｐａｎlnternationalVolunteerCenter

は1980年２月，タイのバンコクで設立された民間救援団体

です。1979年暮れの，インドシナ難民の大量流出をきっか

けに，日本から駆けつけた若者と，現地タイですでに活動

を始めていた日本人とが一体となり，現在の組織の原形が

できました。ＪＶＣは,活動者の自発的な意志に基づき，日

本の個人・団体からの寄付金，国連機関からの委託金等に

よって運営されています。ＪＶＣは，人種，国籍，習慣，

宗教その他の信条の違いを越えて，難民および同様の窮境

にある人々を対象にできる限り継続的な活動を行ないます。

傍ＪＶＣの会員募集について－会員は，総会に出席し，

ＪＶＣの方針などを決定する他，情報.資料の入手，各種の

活動・報告会。上映会。学習会等へ参加することができま

す。また正会員には自動的に，機関誌（Ｔ/Ｅ）をお送りい

たします。会員の種別と年会費は以下の通りです。

正会員(誰重;:::::重薫員棚
・賛助会員金品による支援（金額は自由です｡）

し機関誌『Ｔｒｉａｌ＆ErroI,」のみの購読について

・毎号１冊送付年間購読料3,000円

・毎号４冊送付年間購読料10,000円

し送金の方法一下記の口座へ郵便振替にてご入金下さい。

①会員：東京5-48365加入者名一ＪＶＣ会員係

②T/Ｅ：東京３－５４１８６加入者名一ＪＶＣ東京事務所

（住所，氏名，購読開始月をお書き添え下さい。）

！

旧
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編集人前川昌代

発行人星野昌子

発行所日本国際ボランティアセンター(ＪＶＣ)東京事務所
〒113東京都文京区湯島３－１－４会田ビル５階

露0３（834）２３８８ＦＡＸ：０３（835）O519

Telex：7604025ＪＶＣＨＱＵＣ

神奈川事務所〒231横浜市中区山下町２産業貿易セ
ンタービル９Ｆ側)神奈川県国際交流協

会内霞045（671）７０８２
バンコク事務所ＪＶＣＴＨＡＩＬＡＮＤ

２９/３SoiSaengchan,Sukhumvit40，
Ｒａｍａ４Ｒｏａｄ，BangkoklO110，
麓391-1117

Telex:87032ＣＯＭＳＥＲＶＴＨ

ソマリア事務所ＪＶＣＳＯＭＡＴ‘ＴＡ

Ｃ/ｏＵＮＨＣＲＰ.Ｏ・Ｂｏｘ２９２５

Ｍｏｇａｄｉｓｈｕ，
Telex:７９４ＨＩＣＯＭＲＥＦＳＭ

エチオピアＪＶＣＥＴＨＩＯＰＩＡ

事務所Ｐ.Ｏ、Box6941AddisAbaba
カンプチアＪＶＣＫＡＭＰＵＣＨＥＡ

事務所２０３MonoromHotelPhnomPenh
Letter：ｃわＩＣＲＣ，Ｐ､０．Ｂｏｘｌｌ－１４９２

Ｂａｎｇｋｏｋ・

印刷所（株)ベスト･プリンティング

＊本誌の記事・写真等の無断転載・複写を禁じます。
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ＪＶＣの活動とその目的に御理解を
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